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テレビやコンピューターから放出される EMF(ElectroMagnetic Field:電磁場)に継続的

にさらされた鶏胚は、その死亡率が上昇することは、既に発表した(Bioelectromagetics 

1997.18:514-523)。今回の研究は、携帯電話から放出されるＥＭＦが鶏胚の成長にどのよう

な影響を与えるかを評定することが目的である。 

 

それぞれ 60 個の卵からなる 2 つのグループの孵化実験を行った(期間 21 日間、温度 38

±１℃、湿度 45-55％、暗室保存)。各グループの電磁的な条件は次のとおりである。 

 

・ 対象グループ：携帯電話なし 

・ 実験グループ：スイッチを入れた携帯電話による 1日 24時間の電磁波放射 

        携帯電話は卵の上 10cmの地点に下向きに設置 

 

並べられた卵には、グループごとに 1から 60までの番号をふった。(図１参照)。使用し

た携帯電話(Boschの CARTEL SL 2G2 独製)は 2wで無線周波数帯を出力するものである。

携帯電話から発せられる VLF(Very Low Frequency:3-30kHz の超長波 )および

ELF(Extremely Low Frequency:30-300Hz の超低周波)の数値は卵の高さレベルのさまざ

まな地点で測定した(図１参照)。「＊／＊」と表記された数値の左側の部分は、携帯電話の

スイッチがオフになっている状態での測定値を表し、右側はスイッチがオンになっている

状態での測定値を表している。 

卵の状態については、ED3(胚の発生から 3日目)から ED13(胚の発生から 13日目)までの

期間中に 2日に１度の割合で計６回(ED3,ED5,ED7,ED9,ED11,ED13)の検査を行い、キャ

ンドリング(ろうそくの灯りに透かして調べる卵の検査)によって死亡した鶏胚の数をカウ

ントした。ED14 から孵化(ED21)までの期間については死亡した胚のカウントは行わなか

った。これは、この時期の卵が非常に不透明になり(新生血管の密度の上昇、および胚の体

積の増加による)、殻の外からの胚の状態をモニタリングするのが困難になるためである。 

ED21以降については、ED21の時点で孵化しなかった卵の殻を割り、中身を調べること

によって死亡率を算定した。 

実験はそれぞれ独立した状態で３セット行った。胚の死亡状況を表すのは、死亡数の累

計、および死亡率(ED3から ED21の期間中に検死された胚のパーセンテージ)である。 

携帯電話を使用した実験グループは、実験の期間中(ED3から ED21)、EMFにさらされ

るほど胚の死亡数も増加したが、電話なしの対象グループでは、主に孵化の時点(ED21)で

卵の状態にさまざまなバリエーションが現出した。さらに、実験グループの平均死亡率は、

対象グループの死亡率の約６倍であった。 

 

・ 実験グループ：７２．３％ 
・ 対象グループ：１１．９％（表１参照） 
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実験グループにおいて、死亡したのは、主に EMFの発信源である携帯電話の周囲に配

慮された卵の胚であった。一方、対象グループ(携帯電話なし)では、死亡した胚は、まば

らに分布している(図２、３、４参照)。これらの結果から、携帯電話から発せられる EMF

にさらされた鶏胚は、その死亡率が上昇することがわかった。 

 

表１ 死亡率累計(実験１－３) 

 

実験１ 実験２ 実験３  

対象グループ 

携帯電話なし 

実験グループ 

携帯電話あり 

対象グループ 

携帯電話なし 

実験グループ 

携帯電話あり 

対象グループ 

携帯電話なし 

実験グループ 

携帯電話あり 

ED3における 

非受精卵 
1 1 5 1 3 4 

ＥＤ３ 1 6 0 7 3 2 

ＥＤ５ 1 8 0 8 3 3 

ＥＤ７ 1 10 0 8 4 4 

ＥＤ９ 2 15 0 10 4 10 

ＥＤ１１ 2 17 0 17 4 16 

ＥＤ１３ 2 18 0 17 4 20 

ＥＤ２１ 7 35 0 34 9 56 

最終死亡率 11.9% 59.3% 10.9% 57.6% 15.8% 100.0% 

 

 

図１ 卵の配置およびEMF 数値 
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31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 

41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 
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VLF(nT):2/2 

ELF(μT):0.05/4.7 

VLF(nT):2/5.5 

ELF(μT):0.05/8.7 

VLF(nT):2/4.5 

ELF(μT):0.04/6.2 

携帯電話 

VLF(nT):2/2.6 

ELF(μT):0.05/4.7 

VLF(nT):2/2 

ELF(μT):0.55/1.9 

VLF(nT):2/5.6 

ELF(μT):0.06/8.6 
VLF(nT):2/3.3 

ELF(μT):0.14/4.7 

VLF(nT):2/9 

ELF(μT):0.15/10.36 
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図２ ＥＤ２１における死亡胚の配置(実験１) 

 対象グループ：電話なし            対象グループ：電話あり・電源ＯＮ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ ＥＤ２１における死亡胚の配置(実験２) 

 対象グループ：電話なし            対象グループ：電話あり・電源ＯＮ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ ＥＤ２１における死亡胚の配置(実験３) 

 対象グループ：電話なし            対象グループ：電話あり・電源ＯＮ 
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テクノＡＯアンテナによるプロテクション効果 

 

 今回の実験においては、携帯電話から放出される EMFに継続的にさらされることによっ

て生じる鶏胚へのダメージを相殺することを試みた。それぞれ 60個の卵からなる４つのグ

ループの孵化実験を行った(期間：21 日間、温度 38 度±1℃、湿度：45-55％、暗室保存)。

各グループの実験条件は、次の通りである。 

 

・ 対象グループ(グループ C)：携帯電話なし。 

・ 照射グループ(グループ E)：スイッチを入れた携帯電話による 1日 24時間の電磁波 

            放射。携帯電話は卵の上部 10cmの地点に下向きに設置。 

・ 保護グループ(グループ P)：照射グループと同じ条件で携帯電話を設置する。ただし、 

            携帯電話にはテクノ AOアンテナを装備。 

・ アンテナグループ(グループ A)：テクノ AOアンテナのみを設置(携帯電話はなし) 

 

使用した携帯電話(Boschの CARTEL SL 2G2 独製)は 2wで無線周波数帯を出力するも

のである。携帯電話から発せられる VLF(Very Low Frequency:3-30kHzの超長波)および

ELF(Extremely Low Frequency:30-300Hz の超低周波)の数値は卵の高さレベルのさまざ

まな地点で測定したが、中心が最も強く、端にいくほど弱くなっていた。その数値域は、

VLF で 9-2nT、ELF で 10-0.05μT である。テクノ AO アンテナ(特許登録 No.93/00546)

は、生物学的にみて、生体に適さない EMFからの影響を、相殺することを目的としている。 

アンテナの中には、塩類を含む液体が内包されており、これは電磁的な作用が加わるこ

とによって機能する。すなわち、溶液の紫外線吸光率は 200nmに低下し(3つの異なる種類

の分光光度計を用いて測定)、赤外線は 1639cm-1に上昇する(ZnSeロッドを装備した ATR

にて測定)。このうち、後者の現象は、H-O-Hディストーションとしてよく知られているも

のである。その比率はかなり小さいとはいえ(約 2％)、これらの現象は水の構造に変化が生

じたことを表している。これらのデータと SQUID(Superconducting Quantum 

Interference Device:超伝導量子干渉計)によって測定した数値とを照らしあわせてみると、

相関関係にあることがわかる。つまり、アンテナに用いられている溶液は、EMF周波数帯

においても電磁的に振動しているのである。 

卵の状態については、ED3(胚の発生から 3日目)から ED13(胚の発生から 13日目)までの

期間中に 2日に１度の割合で計６回(ED3,ED5,ED7,ED9,ED11,ED13)の検査を行い、キャ

ンドリング(ろうそくの灯りに透かして調べる卵の検査)によって死亡した鶏胚の数をカウ

ントした。ED21の時点で孵化しなかった卵の殻を割り、中身を調べることによって死亡率

を算定した。胚の死亡状況を表すのは、死亡数の累計、および死亡率(ED3から ED21の期

間中に検死された胚のパーセンテージ)である。それぞれ別々に 2セットの実験を行ったが、
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結果は類似したものであった。 

本レポートには実験 1 のデータを掲載している(表２及び図 5-9)。対象グループ(電話な

し・アンテナなし)と照射グループ(電話あり・アンテナなし)とを比べた場合、対象グルー

プの鶏胚の死亡率は 5倍近く高いものとなった。 

 

・ 対象グループ：10.9％ vs 照射グループ：57.6％（実験 1結果・表２参照） 

・ 対象グループ：11.9％ vs 照射グループ：59.3％（実験 2結果） 

 

 さらに、照射グループでは、死亡した鶏胚の位置は携帯電話の近くに集中する傾向にあ

ったのに対し、対象グループ(携帯電話なし)では、死亡胚はまばらに分布していた(図６及

び図７参照)。テクノＡＯアンテナを装着した保護グループについては、死亡率が大幅に減

少しており、このことから、アンテナが、携帯電話より発せられる有害な電磁波の影響か

ら鶏胚を保護したことが伺える。 

 

・ 保護グループ：29.3％ vs 照射グループ：57.6％（実験 1結果・表 2参照） 

・ 保護グループ：25.5％ vs 照射グループ：59.3％（実験 2結果） 

 

 さらに、保護グループにおける死亡胚の分布は、対象グループ(携帯電話・アンテナ共に

使用せず)における死亡胚の分布パターンに類似したものとなっていた(図６及び図８参照)。

また、アンテナグループ(アンテナのみ)と対象グループ(携帯電話・アンテナ共になし)とを

比較した場合、死亡率はほぼ同等レベルであり、また死亡胚の分布パターンも類似してい

た(図６及び図９参照)。このことから、テクノＡＯアンテナのそれ自体は生体に無害なもの

であることがわかる。 

 

・ 対象グループ：10.9％ vs アンテナグループ：15.6％（実験 1結果・表２参照） 

 

 以上のデータから、テクノＡＯアンテナは、携帯電話から発せられる EMFを、生体が適

応可能なものに変え、EMF の影響から生体を効果的に保護するものであると結論できる。

この結論を市確認するための補足実験が研究室にて現在行われている。 
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表２ 死亡率累計(実験４) 

 

 対象グループ 

携帯電話なし 

アンテナなし 

実験グループ 

携帯電話あり 

アンテナなし 

対象グループ 

携帯電話あり 

アンテナあり 

実験グループ 

携帯電話なし 

アンテナあり 

ED3における 

非受精卵 
5 1 2 2 

ＥＤ３ 0 7 2 1 

ＥＤ５ 0 8 2 3 

ＥＤ７ 0 8 3 4 

ＥＤ９ 0 10 3 4 

ＥＤ１１ 0 17 4 4 

ＥＤ１３ 0 17 4 4 

ＥＤ２１ 6 34 17 9 

最終死亡率 10.9% 57.6% 29.3% 15.5% 

 

 

図５ 卵の配置およびEMF 数値 
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ELF(μT):0.04/6.2 

VLF(nT):2/2.6 

ELF(μT):0.05/4.7 

VLF(nT):2/2 

ELF(μT):0.55/1.9 

VLF(nT):2/5.6 

ELF(μT):0.06/8.6 
VLF(nT):2/3.3 

ELF(μT):0.14/4.7 

VLF(nT):2/9 

ELF(μT):0.15/10.36 
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ED21 における死亡胚の配置 

 

図６ 対象グループ              図７ 照射グループ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 保護グループ              図９ アンテナグループ  
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実験写真 

 

 
 
 

 


